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1 はじめに 2 付加製造技術の最近の進展
付加製造技術の適用領域の拡大2-1











3.1 2.8 2020 2025
大量生産品と同等の精度・品質を持った部品・製品の
パーソナル生産
3.1 2.9 2020 2025
形の異なる部品のマスカスタマイゼーション生産
（変種大量生産/10 万個規模）
3.2 3.0 2021 2025
付加製造（アディティブ・マニュファクチャリング）による
メタマテリアルのコンシューマープロダクトへの適用
3.1 2.8 2021 2026








　図表 2に示すように、当研究所が 2014 年度に実
（産学独の専門家約 4,300 人に対するWeb アンケート結果、重要度・国際競争力は最低 1～最高 4の平均値）
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デジタルファブリケーションの進展―ファブ拠点の地域展開と国際標準化の動向―
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技術動向 No.137, P.19-26、2013 年 8 月：http://hdl.handle.net/11035/2416
2）　経済産業省　新ものづくり研究会報告書、2014 年 2 月：
　　http://www.meti.go.jp/committee/kenkyukai/seisan/new_mono/pdf/report01_02.pdf
3）　新野俊樹、「Additive Manufacturing を核とした新しいものづくり創出の研究開発製造力の向上」、（第 5回AMシン
ポジウム、2015.1.22 東京）
4）　第 10 回科学技術予測調査結果速報、科学技術・学術政策研究所　2014 年 11 月：
　　http://www.nistep.go.jp/archives/18742
5）　技術研究組合次世代 3Ｄ積層造形技術総合開発機構（TRAFAM） HP：http://www.trafam.or.jp/








11）  FabLab Japan HP：http://fablabjapan.org/
12）  FabMap：ファブラボと各種ものづくりスペースの日本地図：http://fablabjapan.org/2014/12/07/post-5356/
13）ファブシティコンソーシアム HP：http://fabcity.sfc.keio.ac.jp/
14）  Fab Academy：http://www.fabacademy.org/
15）  NTT-Mooc オンライン授業：https://lms.gacco.org/courses/gacco/ga025/2015_02/about
16）  Fab-Ed：http://www.fabfoundation.org/fab-education/
17）渡辺ゆうか、「ほぼなんでもつくるファブラボ　ファブラボ鎌倉における実践とその可能性」、情報管理 Vol.57 no.9, 
P.641-650、2014 年 12 月
18）駅ファブFacebook ページ「駅ファブ⇔EkiFab」：https://www.facebook.com/ekifab
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